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設の順に多くなっています。（図表4-1-20）
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年 度 23 24 25 26 27 

施 設 数 154 160 160 168 159 

(工場・事業場数) (51) (51) (51) (53) (50) 

  
図表4-1-20 揮発性有機化合物排出施設の種類別状況 
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また、一般粉じん発生施設の届出数は、28

年３月末現在で工場・事業場数 293、施設数

2,116 となっています。（図表 4-1-21） 

種類別では、図表 4-1-22 のとおりコンベア

類及び堆積場が多くを占めています。 

一方、県内主要工場・事業場の 27 年度にお

ける燃料使用量は約 2,492 万 kL で、その内訳

は気体燃料が 91.3％、液体燃料が 4.0％、固体

燃料が 4.7％の割合となっています。また、燃

料の使用に伴い排出された硫黄酸化物は約 1.3

万 tです。（図表 4-1-23） 

図表 4-1-21 一般粉じん発生施設数の推移 
年 度 23 24 25 26 27 

施 設 数 1,999 1,989 2,029 2,082 2,116 

（工場･事業場数） (261) (279) (299) (295) (293) 

 

 

 
 
 
 

 

 
図表 4-1-22 一般粉じん発生施設の種類別状況 
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イ 移動発生源 

 自動車、船舶等の移動発生源のうち、自動車か 
らの排出ガスが大気汚染の大きな要因となって

います。 
県内の自動車保有台数は年々増加していまし

たが、近年は横ばいとなっており、28 年 3 月末

で約 359万台でした。（図表 4-1-24） 

なお、大気汚染の原因となる窒素酸化物や粒子

状物質を多量に排出するディーゼル車の保有台

数については、平成 8年度をピークに減少に転じ

ていましたが、平成 24 年度から再び増加してお

り、平成 28年 3月末では約 26万台になっていま

す。（図表 4-1-25） 

 

28年3月末現在 

28年3月末現在 揮発性有機化 

合物排出施設 

159 施設 

一般粉じん 

発生施設 

2,116 施設 

※対象事業場数：22年度は52工場・事業場、23-24年度は49工場・

事業場、25年度は48工場・事業場、26-27年度

は47工場・事業場 
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図表4-1-19 揮発性有機化合物排出施設数 

 図表4-1-23 県内主要工場・事業場における硫黄酸

 　   化物排出量及び燃料使用量の経年変化 
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